
（1） 第105号2006（平成18）年 8 月 1 日

平
成
十
八
年
四
月
よ
り
、
山
陰
教
区

に
お
け
る
各
組
の
「
親
鸞
聖
人
七
百
五
十

回
大
遠
忌
に
つ
い
て
の
消
息
」
披
露
・
記

念
法
座
が
始
ま
り
ま
し
た
。
七
月
十
九
日

の
時
点
で
十
五
組
が
終
了
致
し

ま
し
た
。
第
一
部
は
教
務
所
長

が
「
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回

大
遠
忌
に
つ
い
て
の
消
息
」
を

代
読
し
、
趣
旨
の
演
達
を
し
ま

す
。
そ
の
後
、
組
長
が
消
息
の

拝
受
。
第
二
部
は
特
命
布
教

任
命
者
に
よ
る
記
念
布
教
。
引

き
続
き
話
し
合
い
法
座
と
進

み
、
組
長
挨
拶
後
、「
新
た
な

始
ま
り
」
〜
明
日
の
宗
門
の
基

礎
づ
く
り
〜
と
題
し
ビ
デ
オ
が

上
映
さ
れ
ま
す
。
内
容
は
「
親

鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌

宗
門
長
期
振
興
計
画
」
概
要

に
つ
い
て
の
説
明
で
、
所
長
よ

り
補
足
説
明
を
し
ま
す
。
そ
の

後
、
出
席
者
の
紹
介
が
あ
り
、

司
会
者
に
よ
り
話
し
合
い
に
入

り
ま
す
。
最
後
に
参
加
者
代
表

の
決
意
表
明
が
あ
っ
て
、
一
連

の
行
事
が
終
了
い
た
し
ま
す
。

半
数
以
上
の
組
が
終
了
致

し
ま
し
た
が
、
組
長
様
を
は
じ

め
、
色
々
と
お
世
話
頂
き
ま
し

た
関
係
者
の
皆
様
に
謝
意
を
表

し
ま
す
。
色
々
と
準
備
、
お
世

話
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
組
も
、
宜

し
く
ご
手
配
の
程
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

「
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大

遠
忌
宗
門
長
期
振
興
計
画
」（
以
下
、
振

興
計
画
）
は
、「
ご
消
息
」
の
お
こ
こ
ろ

を
体
し
て
、
大
遠
忌
を
契
機
に
二
十
一
世

紀
と
い
う
時
代
に
法
灯
を
高
く
掲
げ
て
、

宗
門
を
挙
げ
て
推
進
実
施
し
て
ま
い
り
た

く
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。「
振
興
計
画
」

の
全
体
を
貫
く
基
本
的
な
考
え
方
は
、「
ご

消
息
」
の
お
こ
こ
ろ
を
い
た
だ
き
、「
新

た
な
始
ま
り
」
〜
明
日
の
宗
門

の
基
礎
づ
く
り
〜
と
標
示
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
振
興
計

画
」
の
方
向
を
明
確
に
し
た
も

の
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対

応
で
き
る
宗
門
や
寺
院
を
目
指

し
て
、
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を

内
外
に
広
め
伝
え
る
た
め
伝
道

基
盤
を
大
胆
に
整
備
・
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
創
意
に
富
ん
だ

新
規
方
策
を
展
開
す
る
も
の
で

す
。「振

興
計
画
」
の
目
標
と
し

て
、
第
一
に
「
親
鸞
聖
人
七
百

五
十
回
大
遠
忌
法
要
の
修
行
」、

第
二
に
は
「
現
代
社
会
に
応
え

る
教
学
・
伝
道
態
勢
の
構
築
と

み
教
え
に
生
き
る
『
人
』
の
育

成
」
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の

目
標
を
具
体
化
す
る
重
点
項
目

と
し
て
、
十
五
の
項
目
を
構
築

し
、
各
重
点
項
目
は
準
備
委
員

会
よ
り
集
約
さ
れ
て
き
た
二
十

七
に
わ
た
る
推
進
事
項
に
よ
り
、

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
今

後
は
具
体
的
に
検
討
、
推
進
さ

れ
ま
す
。

既
に
、
各
ご
寺
院
へ
ご
懇
志

の
ご
依
頼
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

目
標
達
成
に
向
け
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

宗
祖
の
大
遠
忌
に
遇
い
得
た
こ
の
ご
勝

縁
を
、
こ
の
時
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
責

務
と
し
て
、
共
々
に
歩
み
共
々
に
精
進
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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親鸞聖人750回大遠忌　ご消息披露・お待ち受け法要（神門組）
先般6月18日（日）、出雲市民会館において、『親鸞聖人750回大遠忌、神門組ご消息披露・お待ち受け

法要』が勤修されました。
組内33カ寺の僧侶・寺族・門信徒約1,200人が集い、第一部では『ご消息披露』があり、第二部の『お
待ち受け法要』では、教区「雅龍会」11名による雅楽の奏楽の中、「無量壽経作法」を依用し、聖人のご
生涯を記した「御伝鈔」を拝読し、厳粛荘厳の内に終了しました。第三部では、今では大変貴重な高座
での「節談

ふしだん

説教」を聴聞し、閉会式では「コール・蓮」による「ごおんうれしや」と「念仏」の賛歌を
合唱し、閉会となりました。 文責　神門組・善福寺　太田周見

『親鸞聖人750回大遠忌についての消息』
披露・記念法座

山陰教区　教務所長　三 上 正 文
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蠢
、
基
本
方
針

基
幹
運
動
と
は
阿
弥
陀
如
来
に
等
し
く
救

わ
れ
て
い
く
往
生
浄
土
の
教
え
を
示
さ
れ
た

宗
祖
・
親
鸞
聖
人
の
生
き
方
に
学
び
、
全
員

聞
法
・
全
員
伝
道
の
基
本
的
な
立
場
に
立
っ

て
、
僧
侶
と
門
信
徒
が
共
に
手
を
携
え
な
が

ら
、
寺
院
の
活
性
化
と
社
会
に
開
か
れ
た
教

団
づ
く
り
に
取
り
組
む
運
動
で
す
。

宗
祖
七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
を
い
よ
い
よ

五
年
後
に
控
え
、
私
た
ち
は
常
に
自
ら
の
信
心

を
問
い
な
が
ら
、
基
幹
運
動
の
理
念
を
体
し
て

組
や
寺
院
の
活
動
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
問
題
に
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
運
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
以
下
の
通

り
「
目
標
」「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」「
今
年
度
の
重
点

項
目
」「
教
区
の
課
題
」
等
を
設
定
し
ま
す
。

蠡
、
目
　
　
　
標

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
し
て
」

蠱
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
と
も
に
　
い
の
ち

か
が
や
く
　
世
界
へ
」

蠧
、
重
点
項
目

①
新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
徹
底

―
総
合
基
本
計
画
の
周
知
徹
底

②
「
御
同
朋
の
願
い
に
応
え
る
教
学
」

に
学
ぶ
。

③
組
織
教
化
活
動
の
活
性
化
を
促
す
。

蠹
、
教
区
の
課
題

一
、
組
織
教
化
活
動
の
充
実

①
僧
侶
間
で
の
課
題
の
共
有
、
女
性
の

参
画
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
僧

侶
と
門
信
徒
が
歩
み
を
と
も
に
し
、

基
幹
運
動
を
展
開
す
る
。

②
組
連
続
研
修
の
継
続
実
施
に
よ
っ
て

門
徒
推
進
員
を
養
成
し
、
基
幹
運
動

へ
の
門
信
徒
参
画
を
促
す
。

③
総
代
会
、
仏
教
壮
年
会
、
仏
教
婦
人

会
の
組
織
の
強
化
と
充
実
を
は
か
り
、

寺
院
の
活
性
化
を
促
す
。

④
仏
教
青
年
会
、
日
曜
学
校
、
子
ど
も
会

等
の
青
少
年
対
象
の
行
事
を
積
極
的
に

開
催
し
、
日
曜
学
校
、
子
ど
も
会
の
開

設
促
進
を
は
か
る
。（
キ
ッ
ズ
・
サ
ン
ガ
）

二
、
社
会
問
題
へ
の
対
応

①
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ

る
差
別
問
題
へ
の
取
り
組
み

・
「
同
朋
教
団
」
の
再
生
の
た
め
に
、

教
区
　
ブ
ロ
ッ
ク
　
組
、
あ
る
い
は

各
教
化
団
体
で
同
朋
運
動
研
修
会
を

開
催
す
る
。

・
「
法
名
の
本
来
化
」
と
あ
わ
せ
「
法

名
を
自
ら
の
名
の
り
と
す
る
」
こ
と

に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
。

・
宗
門
内
外
の
諸
団
体
と
連
携
し
、
被

差
別
部
落
の
解
放
を
め
ざ
す
。

②
平
和
・
環
境
・
生
命
倫
理
等
の
問
題

へ
の
対
応
を
は
か
る
。

・
環
境
、
終
末
医
療
、
ヤ
ス
ク
ニ
、
青
少

年
問
題
及
び
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
問

題
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
修
会
を
開

催
し
、
積
極
的
な
対
応
を
は
か
る
。

③
災
害
時
に
は
速
や
か
な
対
応
を
は
か
る
。

三
、
過
疎
問
題
へ
の
取
り
組
み

①
寺
院
単
独
、
組
単
独
で
の
法
座
や
教

化
事
業
が
困
難
に
あ
る
場
合
、
組
及

び
寺
院
が
提
携
し
て
こ
れ
に
当
た
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

②
深
刻
な
過
疎
問
題
に
対
す
る
基
幹
運

動
の
取
り
組
み
と
し
て
、
教
区
布
教

団
の
協
力
を
得
て
奉
仕
布
教
「
と
も

し
び
法
座
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
手
立
て
を
講
ず
る
。

四
、
文
書
伝
道
の
充
実

①
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
、
教

化
伝
道
活
動
、
広
報
活
動
を
拡
大
す
る
。

②
基
幹
運
動
推
進
の
た
め
に
教
区
報

「
山
陰
」
の
充
実
に
努
め
る
。

③
「
妙
好
人
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
は
じ
め
、

必
要
な
教
化
資
料
を
編
集
、
発
行
す
る
。

蠧
、
教
区
行
事
計
画
（
六
頁
参
照
）

■
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
依
頼
事
項

①
ブ
ロ
ッ
ク
別
「
基
幹
運
動
推
進
連
絡

会
議
」
の
開
催
。

②
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
各
種
行
事
、
研
修
会

の
開
催
。

■
組
へ
の
依
頼
事
項

①
各
組
の
基
幹
運
動
推
進
委
員
会
の
充
実
。

（
門
信
徒
の
参
画
、
女
性
の
参
画
。
計

画
書
・
報
告
書
の
作
成
）。

②
組
連
続
研
修
の
継
続
実
施
と
門
徒
推

進
員
の
活
動
の
充
実
。

③
青
少
年
対
象
の
行
事
の
開
催
。

④
人
権
、
差
別
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

社
会
問
題
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
。

⑤
「
法
名
を
自
ら
の
名
の
り
と
す
る
」

こ
と
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
。

⑥
組
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
発
行
や

開
設
と
そ
の
充
実
。

⑦
組
単
独
で
行
事
開
催
が
困
難
な
場
合
、

近
隣
組
と
の
合
同
開
催
。

⑧
同
朋
僧
侶
研
修
会
の
開
催
。

⑨
門
信
徒
会
運
動
推
進
研
修
協
議
会
の

開
催
。

⑩
組
「
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌

に
つ
い
て
の
御
消
息
」
披
露
・
記
念

法
座
の
実
施
。

山
陰
教
区
基
幹
運
動
推
進
計
画
策
定 

二
〇
〇
六（
平
成
十
八
）年
度 

№ 組名 期　日 

組『親鸞聖人750回大遠忌についての消息』披露・記念法座　日程表 
会　場 № 組名 期　日 会　場 

  1 

  2 

  3 

  4 

  5 

  6 

  7 

  8 

  9 

10 

11 

12 

13

川 本  

松 江  

江 津  

飯石北 

鹿 足  

大 家  

益 田  

仁 摩  

神 門  

出 雲  

市 山  

石 東  

千須賀 

法 隆 寺  

明 宗 寺  

長 徳 寺  

円 寿 寺  

正 法 寺  

福 城 寺  

西 光 寺  

天河内満行寺 

市 民 会 館  

西 念 寺  

正 蓮 寺  

蓮 教 寺  

浄 福 寺  

福 正 寺  

覚 永 寺  

常 福 寺  

浄 土 寺  

千田浄光寺 

西 法 寺  

正 蔵 坊  

西 性 寺  

西 善 寺  

西 福 寺  

専 勝 寺  

真 光 寺  

明 眼 寺  

  4月15日（土） 

  4月22日（土） 

  5月  8日（月） 

  5月20日（土） 

  6月  5日（月） 

  6月  9日（金） 

  6月15日（木） 

  6月17日（土） 

  6月18日（日） 

  6月24日（土） 

  7月  1日（土） 

  7月  4日（火） 

  7月  8日（土） 

  7月15日（土） 

  7月19日（水） 

  8月24日（木） 

  9月  2日（土） 

  9月  6日（水） 

  9月11日（月） 

  9月15日（金） 

  9月26日（火） 

10月  4日（水） 

10月  5日（木） 

11月  3日（金） 

11月11日（土） 

11月24日（金） 

温泉津 

浜 田  

三 隅  

佐 波  

福 屋  

因 幡  

大 田  

大 森  

邑智西 

邑智東 

三 瓶  

伯 耆  

飯石南 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26
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総

代

会

会
　
長
　
藤
川
　
定
男（
浜
　
田
）

副
会
長
　
園
山
　
　
博（
松
　
江
）

副
会
長
　
竹
下
　
正
俊（
仁
　
摩
）

常
任
理
事

伊
藤
　
博
通（
飯
石
南
）

岩
谷
　
芳
春（
石
　
東
）

平
田
　
重
範（
市
　
山
）

鳥
井
　
　
守（
江
　
津
）

監
　
事
　
柳
楽
　
恒
由（
出
　
雲
）

監
　
事
　
吉
川
　
　
登（
神
　
門
）

仏
教
壮
年
会

理
事
長
　
杉
本
　
健
治（
浜
　
田
）

副
理
事
長

三
村
　
善
信（
因
　
幡
）

副
理
事
長

阿
川
　
光
美（
飯
石
北
）

常
任
理
事

河
原
　
佳
美（
出
　
雲
）

森
山
　
陽
治（
神
　
門
）

新
谷
　
敏
一（
大
　
家
）

森
田
　
勝
秋（
市
　
山
）

西
本
　
佳
矩（
江
　
津
）

木
本
　
勝
治（
伯
　
耆
）

顧
　
問
　
下
迫
　
紀
弘（
大
　
田
）

監
　
事
　
難
波
　
一
男（
飯
石
北
）

監
　
事
　
坂
本
　
光
弘（
出
　
雲
）

仏
教
婦
人
会
連
盟

委
員
長
　
山
崎
　
和
子（
大
　
家
）

副
委
員
長

大
島
　
寿
子（
飯
石
北
）

副
委
員
長

長
松
美
千
子（
三
　
隅
）

常
任
委
員

米
田
　
成
世（
神
　
門
）

鳥
屋
ヶ
原
美
子（
飯
石
南
）

三
瓶
久
美
子（
三
　
瓶
）

富
吉
　
廣
子（
温
泉
津
）

佐
々
木
宏
枝（
市
　
山
）

新
井
真
喜
子（
邑
智
西
）

緇
川
　
正
子（
浜
　
田
）

大
場
　
博
子（
益
　
田
）

鎌
谷
　
幾
子（
因
　
幡
）

監
　
事
　
米
山
美
保
子（
神
　
門
）

監
　
事
　
置
名
　
淑
子（
佐
　
波
）

少
年
連
盟

理
事
長
　
岡
本
　
広
樹（
市
　
山
）

副
理
事
長

大
草
　
顕
信（
大
　
田
）

理
　
事
　
上
杉
　
信
成（
伯
　
耆
）

市
野
　
不
盡（
浜
　
田
）

吉
田
　
真
子（
松
　
江
）

雲
藤
　
一
英（
神
　
門
）

荒
本
　
由
未（
大
　
家
）

西
原
　
真
公（
佐
　
波
）

服
部
　
真
成（
福
　
屋
）

監
　
事
　
北
島
　
清
秀（
神
　
門
）

監
　
事
　
菅
原
　
昭
生（
温
泉
津
）

布

教

団

団
　
長
　
三
上
　
正
文（
教
務
所
長
）

副
団
長
　
日
溪
　
清
毅（
神
　
門
）

副
団
長
　
西
原
　
成
真（
佐
　
波
）

委
　
員
　
高
野
　
顕
信（
松
　
江
）

菅
本
　
了
道（
石
　
東
）

窪
田
　
英
俊（
大
　
家
）

荒
本
　
由
未（
大
　
家
）

三
明
　
慶
輝（
温
泉
津
）

松
林
　
　
茂（
川
　
本
）

藤
澤
　
行
治（
浜
　
田
）

朋
澤
　
智
弘（
鹿
　
足
）

山
田
　
淳
信（
伯
　
耆
）

監
　
事
　
本
多
　
昭
人（
出
　
雲
）

監
　
事
　
北
島
　
清
秀（
神
　
門
）

顧
　
問
　
服
部
　
竟
爾（
福
　
屋
）

顧
　
問
　
小
笠
原
研
心（
仁
　
摩
）

顧
　
問
　
岩
田
ア
サ
オ（
浜
　
田
）

参
　
与
　
橋
本
　
明
宣（
飯
石
南
）

参
　
与
　
小
笠
原
義
宣（
邑
智
東
）

青
年
僧
侶
研
修
会

世
話
人
　
月
洞
　
昇
道（
三
　
隅
）

仏
教
青
年
会

教
区
代
表

上
杉
　
信
成（
伯
　
耆
）

教

誨

師

教
区
代
表

的
場
　
利
健（
江
　
津
）

「
ビ
ハ
ー
ラ
山
陰
」
の
会

教
区
代
表

藤
川
　
定
男（
浜
　
田
）

寺
族
婦
人
会
連
盟

委
員
長
　
服
部
や
よ
生（
福
　
屋
）

副
委
員
長

暁
子（
松
　
江
）

副
委
員
長

原
田
由
久
子（
大
　
家
）

常
任
委
員

大
原
　
愛
子（
大
　
森
）

中
村
　
明
子（
益
　
田
）

蘿
　
　
淳
子（
飯
石
北
）

源
　
ひ
と
み（
佐
　
波
）

監
　
事
　
小
笠
原
真
由
美（
邑
智
東
）

監
　
事
　
妙
泉
　
淑
子（
伯
　
耆
）

門
徒
推
進
連
絡
協
議
会

会
　
長
　
松
浦
　
　
靖（
松
　
江
）

副
会
長
　
河
野
　
　
久（
浜
　
田
）

会
　
計
　
上
田
　
克
夫（
神
　
門
）

理
　
事
　
郷
原
　
武
雄（
出
　
雲
）

坂
本
　
光
弘（
出
　
雲
）

安
部
　
賀
就（
神
　
門
）

柳
原
　
陽
二（
飯
石
南
）

廣
澤
　
英
雄（
飯
石
北
）

田
中
　
圓
而（
大
　
田
）

上
田
　
正
吉（
温
泉
津
）

小
松
　
満
雄（
邑
智
西
）

三
村
　
善
信（
因
　
幡
）

監
　
事
　
名
免
良
廣
秋（
松
　
江
）

監
　
事
　
景
山
　
三
郎（
飯
石
南
）

参
　
与
　
日
野
　
　
実（
出
　
雲
）

参
　
与
　
遠
藤
　
英
逸（
神
　
門
）

保
育
連
盟

理
事
長
　
松
浦
　
昭
英（
大
　
田
）

副
理
事
長

西
谷
　
正
文（
出
　
雲
）

理
　
事
　
舟
谷
　
幸
雄（
松
　
江
）

朝
枝
　
実
明（
浜
　
田
）

緇
川
　
聖
文（
浜
　
田
）

竺
川
　
詔
隆（
福
　
屋
）

須
山
　
羚
治（
鹿
　
足
）

宮
内
　
憲
昌（
鹿
　
足
）

朋
澤
　
智
弘（
鹿
　
足
）

西
元
　
和
夫（
伯
　
耆
）

監
　
事
　
朝
枝
　
実
成（
浜
　
田
）

監
　
事
　
舟
谷
　
法
子（
松
　
江
）

新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
と
も
に
い
の
ち

か
が
や
く
世
界
へ
」
と
、
次
代
に
向
け

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
節
目
の
年
に
当

た
っ
て
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。
自
ら
聞
法
に
は
げ
み
、
寺
門
の

護
持
発
展
に
寄
与
す
る
総
代
会
活
動
を

積
極
的
に
推
進
し
一
人
ひ
と
り
が
行
動

実
践
す
る
研
修
会
の
更
な
る
充
実
を
図

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
親
鸞
聖
人
七

百
五
十
回
大
遠
忌
に
向
け
て
現
代
社
会

の
課
題
に
向
き
あ
い
、
の
り
越
え
て
ゆ

く
た
め
に
は
、
仏
婦
、
仏
壮
、
門
推
な

ど
の
各
教
化
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し

て
推
進
を
は
か
り
、
私
ど
も
総
代
会
と

各
お
寺
や
各
組
、
教
団
と
の
関
り
の
見

直
し
と
、
各
総
代
の
資
質
の
向
上
、
活

性
化
を
図
る
こ
と
が
急
務
と
愚
考
し
て

お
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら
、
法
友
の
諸

先
輩
皆
様
方
の
ご
教
導
と
、
ご
教
化
を

賜
り
な
が
ら
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。以

上
、
意
を
つ
く
し
ま
せ
ん
が
私
の

思
い
の
一
端
を
申
し
上
げ
て
、
会
長
就

任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

山
陰
教
区
門
徒
総
代
会

浜
田
組
光
西
寺
門
徒

会
長
　
藤
川
定
男
（
釈
明
隆
）

野
山
が
す
っ
か
り
緑
に
な
り
、
目
に

鮮
や
か
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
の
、
役
員
改
選
に
よ
り
仏
教

婦
人
会
連
盟
委
員
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
大
田
市
温
泉
津
町
、
大
家
組
龍
蔵

寺
仏
婦
の
山
崎
和
子
で
す
。
ま
だ
ま
だ

未
熟
者
で
す
が
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
力

を
借
り
、
ま
た
前
委
員
長
よ
り
ひ
き
続

き
副
委
員
長
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
常

任
委
員
の
み
な
さ
ん
、
山
陰
教
区
教
務

所
の
み
な
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

助
け
て
い
た
だ
き
、
仏
教
婦
人
会
の
さ

ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
て
、
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

山
陰
教
区
仏
婦
連
盟

大
家
組
龍
蔵
寺
門
徒

委
員
長
　
山
崎
和
子

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
委
員

長
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
福
屋

組
浄
念
寺
服
部
や
よ
生
で
す
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
今
ま
で
『
寺

族
と
は
…
坊
守
と
は
…
何
を
す
べ
き

か
、
ま
た
、
責
務
と
は
何
か
』
と
深
く

考
え
た
事
が
有
り
ま
せ
ん
。
こ
の
大
役

を
仰
せ
付
か
っ
た
事
を
仏
縁
と
喜
び
、

「
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
に
つ

い
て
の
消
息
」
の
ご
教
示
を
中
心
に
、

寺
族
と
し
て
、
護
寺
教
化
、
後
継
者
へ

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
念
仏
の
声

を
共
に
広
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

山
陰
教
区
寺
族
婦
人
連
盟

福
屋
組
浄
念
寺
坊
守

委
員
長
　
服
部
や
よ
生

●

●

●

山
陰
教
区
基
幹
運
動
教
化
団
体
役
員
名
簿

●
●
●

就
任
の
ご
挨
拶

（
順
不
同
）
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伝統工芸　京仏壇・京仏具 

創業　天保元年（1830年） 

京都本社／〒600-8218   
京都市下京区七条新町東入 
蕁（075）371-3131豎 

東 京 店／〒146-0081   
東京都大田区仲池上2丁目8－13 
蕁（03）3755-8488豎 

　 　 近江草津店／蕁（077）564-1011 
　 　 築 地 店／蕁（03）3546-8228豎 
　 　 札 幌 店／蕁（011）512-3455豎 
　 　 仙 台 店／蕁（022）213-0666豎 
　 　 福岡営業所／蕁（092）761-3737豎 
フリーダイヤル（各店共通）／薔0120-37-8585 
ホームページ　http://www.wakabayashi.co.jp 
Eメール　info@wakabayashi.co.jp

お仏壇・仏具はやっぱり京都… 

教 区 賦 課 金  
本 年 度 賦 課 金  
過 年 度 賦 課 金  

宗 派 助 成 金  
宗 派 助 成 金  

願 記 手 数 料  
願 記 手 数 料  

回 金  
回 金  

雑 収 入  
雑 収 入  

前 前 年 度 繰 越 金  
前 前 年 度 繰 越 金  

1 
 
 
2 
 
3 
 
4 
 
5 
 
6

 
1 
2 
 
1 
 
1 
 
1 
 
1 
 
1

教 区 事 業 費  
総 合 教 化 企 画 費  
推 進 委 員 会 費  

教 化 費  
寺 院 機 能 振 興 費  
婦 人 青 少 年 費  
総 代 ・ 壮 年 費  
研 修 費  
矯 正 福 祉 費  
災 害 見 舞 金  
文 書 伝 道 費  
教 化 活 動 費  

助 成 金  
布 教 団 助 成 費  
各種教化団体助成費 
地 方 教 化 助 成 費  

会 議 費  
教 区 会 議 費  
組 長 会 費  

教 務 所 費  
人 件 費  
教 務 所 職 員 俸 給  
賞 与  
退 職 交 付 金  
福 祉 費  
推 進専従員事務費  
諸 手 当  
教 区相談員事務費  

事 務 費  
通 信 印 刷 費  
事 務 消 耗 品 費  
事 務 諸 費  

旅 費  
交 通 費  

諸 費  
慶 弔 供 費  
接 待 費  
雑 費  

回 金  
山 陰 会 館 運 営 費  
事 務 機 購 入 金  
特 別会計平衡資金  
災 害 対 策 費  
退 職 積 立 金  

宗 会 議 員 選 挙 費  
宗 会 議 員 選 挙 費  

予 備 費  
予 備 費  

1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
5 
 
6

 
1 
 
2 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 
 
 
 
1 
 
 
 
1 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
3 
 
4 
 
 
 
1 
 
 
 
 
 
1 
 
1

 
 
1 
 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
 
1 
2 
3 
 
1 
2 
 
 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
 
1 
2 
3 
 
1 
 
1 
2 
3 
 
1 
2 
3 
4 
5 
 
1 
 
1

款 　 　 　 　 　 項  

款 　 　 項 　 　 目  

歳 　 　 入 　 　 合 　 　 計  

歳 　 　 出 　 　 合 　 　 計  

［歳　入］ 

［歳　出］ 

歳 入 決 算 額 
歳 出 決 算 額 
差 引 決 算 額 翌翌年度繰越金 

平成16年度山陰教区一般会計歳計決算 

1 6 年 度 決 算 額  
33,850,450 
33,850,450 

0 
15,580,906 
15,580,906 
1,654,000 
1,654,000 
380,000 
380,000 
325,337 
325,337 
5,106,235 
5,106,235 
56,896,928

1 6 年 度 予 算 額  
34,119,000 
34,019,000 
100,000 

15,385,000 
15,385,000 
1,700,000 
1,700,000 
400,000 
400,000 
241,765 
241,765 
5,106,235 
5,106,235 
56,952,000

対 比 △ 印 減  
△ 268,550 
△ 168,550 
△ 100,000 
195,906 
195,906 
△ 46,000 
△ 46,000 
△ 20,000 
△ 20,000 
83,572 
83,572 

0 
0 

△ 55,072

1 6 年 度 決 算 額  
11,142,176 
971,380 
971,380 
5,676,786 
913,731 
770,000 
500,000 
2,267,145 
133,000 
380,000 
712,910 

0 
4,494,010 
350,000 
140,000 
4,004,010 
1,051,890 
879,780 
172,110 

21,265,381 
17,870,031 
7,650,000 
1,912,500 

0 
1,509,531 
3,198,000 
480,000 
3,120,000 
2,392,634 
1,757,092 
470,588 
164,954 
701,264 
701,264 
301,452 
60,000 
18,620 
222,832 

16,198,210 
12,398,210 
300,000 

0 
500,000 
3,000,000 
28,850 
28,850 

0 
0 

49,686,507

1 6 年 度 予 算 額  
13,534,000 
1,855,000 
1,855,000 
7,039,000 
1,400,000 
980,000 
500,000 
2,829,000 
160,000 
400,000 
720,000 
50,000 

4,640,000 
400,000 
140,000 
4,100,000 
1,750,000 
1,150,000 
600,000 

22,557,000 
18,207,000 
7,650,000 
1,913,000 

0 
1,542,000 
3,492,000 
490,000 
3,120,000 
3,050,000 
2,000,000 
750,000 
300,000 
800,000 
800,000 
500,000 
100,000 
100,000 
300,000 

16,311,000 
12,511,000 
300,000 

0 
500,000 
3,000,000 
1,500,000 
1,500,000 
1,300,000 
1,300,000 
56,952,000

対 比 ※ 印 超  
2,391,824 
883,620 
883,620 
1,362,214 
486,269 
210,000 

0 
561,855 
27,000 
20,000 
7,090 
50,000 
145,990 
50,000 

0 
95,990 
698,110 
270,220 
427,890 
1,291,619 
336,969 

0 
500 
0 

32,469 
294,000 
10,000 

0 
657,366 
242,908 
279,412 
135,046 
98,736 
98,736 
198,548 
40,000 
81,380 
77,168 
112,790 
112,790 

0 
0 
0 
0 

1,471,150 
1,471,150 
1,300,000 
1,300,000 
7,265,493

56,896,928 
49,686,507 
7,210,421

備 　 　 　 　 　 　 考  

備 　 　 　 　 　 　 考  
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本　店　京都市下京区堀川通新花屋町角（西本願寺前）
（〒600－8503） フリーダイヤル 薔 0120－075－720

フリーダイヤルFAX 0120－075－490

御本山御用達 開明社員

七 條　袈 裟 旗　　・　　幕
五 條　袈 裟 念珠・門徒式章
色 衣・切 袴 裃・稚児装束
黒 衣・布 袍 記 念 品 一 式
打 敷・戸 張

教 区 賦 課 金  
本 年 度 賦 課 金  
過 年 度 賦 課 金  

宗 派 助 成 金  
宗 派 助 成 金  

願 記 手 数 料  
願 記 手 数 料  
回 金  
回 金  

雑 収 入  
雑 収 入  

前 前 年 度 繰 越 金  
前 前 年 度 繰 越 金  

1 8 年 度 予 算 額  
33,600,000 
33,500,000 
100,000 

15,053,000 
15,053,000 
1,500,000 
1,500,000 
100,000 
100,000 
819,579 
819,579 
7,210,421 
7,210,421 
58,283,000

1 7 年 度 予 算 額  
33,580,000 
33,480,000 
100,000 

15,573,000 
15,573,000 
1,500,000 
1,500,000 
100,000 
100,000 
300,898 
300,898 
6,008,102 
6,008,102 
57,062,000

対 比 △ 印 減  
20,000 
20,000 

0 
△ 520,000 
△ 520,000 

0 
0 
0 
0 

518,681 
518,681 
1,202,319 
1,202,319 
1,221,000

備 　 　 　 　 　 　 考  

備 　 　 　 　 　 　 考  
 
 

1 
 
 
2 
 
3 
 
4 
 
5 
 
6

 
1 
2 
 
1 
 
1 
 
1 
 
1 
 
1

教 区 事 業 費  
総 合 教 化 企 画 費  
推 進 委 員 会 費  

教 化 費  
寺 院 機 能 振 興 費  
婦 人 青 少 年 費  
総 代 ・ 壮 年 費  
研 修 費  
矯 正 福 祉 費  
災 害 見 舞 金  
文 書 伝 道 費  
教 化 活 動 費  

助 成 金  
布 教 団 助 成 費  
各種教化団体助成費 
地 方 教 化 助 成 費  

会 議 費  
教 区 会 議 費  
組 長 会 費  

教 務 所 費  
人 件 費  
教 務 所 職 員 俸 給  
賞 与  
退 職 交 付 金  
福 祉 費  
推 進専従員事務費  
諸 手 当  
教 区相談員事務費  

事 務 費  
通 信 印 刷 費  
事 務 消 耗 品 費  
事 務 諸 費  

旅 費  
交 通 費  

諸 費  
慶 弔 供 費  
接 待 費  
雑 費  

回 金  
山 陰 会 館 運 営 費  
事 務 機 購 入 金  
特 別会計平衡資金  
災 害 対 策 費  
退 職 積 立 金  

宗 会 議 員 選 挙 費  
宗 会 議 員 選 挙 費  

予 備 費  
予 備 費  

1 8 年 度 予 算 額  
13,910,000 
1,875,000 
1,875,000 
7,445,000 
1,570,000 
1,280,000 
500,000 
2,935,000 
160,000 
100,000 
850,000 
50,000 

4,590,000 
350,000 
140,000 
4,100,000 
2,190,000 
1,590,000 
600,000 

23,912,000 
19,262,000 
7,866,000 
1,967,000 

0 
2,183,000 
3,516,000 
610,000 
3,120,000 
3,350,000 
2,000,000 
650,000 
700,000 
800,000 
800,000 
500,000 
100,000 
100,000 
300,000 

16,182,000 
13,382,000 
300,000 

0 
500,000 
2,000,000 
100,000 
100,000 
1,989,000 
1,989,000 
58,283,000

1 7 年 度 予 算 額  
12,834,000 
1,875,000 
1,875,000 
6,369,000 
1,100,000 
1,230,000 
500,000 
2,629,000 
160,000 
100,000 
600,000 
50,000 

4,590,000 
350,000 
140,000 
4,100,000 
1,790,000 
1,190,000 
600,000 

23,402,000 
19,152,000 
7,866,000 
1,967,000 

0 
2,183,000 
3,516,000 
500,000 
3,120,000 
2,950,000 
2,000,000 
650,000 
300,000 
800,000 
800,000 
500,000 
100,000 
100,000 
300,000 

15,934,000 
13,134,000 
300,000 

0 
500,000 
2,000,000 
1,500,000 
1,500,000 
1,602,000 
1,602,000 
57,062,000

対 比 △ 印 減  
1,076,000 

0 
0 

1,076,000 
470,000 
50,000 

0 
306,000 

0 
0 

250,000 
0 
0 
0 
0 
0 

400,000 
400,000 

0 
510,000 
110,000 

0 
0 
0 
0 
0 

110,000 
0 

400,000 
0 
0 

400,000 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

248,000 
248,000 

0 
0 
0 
0 

△ 1,400,000 
△ 1,400,000 

387,000 
387,000 
1,221,000

1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
5 
 
6

 
1 
 
2 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 
 
 
 
1 
 
 
 
1 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
3 
 
4 
 
 
 
1 
 
 
 
 
 
1 
 
1

 
 
1 
 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
 
1 
2 
3 
 
1 
2 
 
 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
 
1 
2 
3 
 
1 
 
1 
2 
3 
 
1 
2 
3 
4 
5 
 
1 
 
1

款 　 　 　 　 　 項  

款 　 　 項 　 　 目  

歳 　 　 入 　 　 合 　 　 計  

歳 　 　 出 　 　 合 　 　 計  

［歳　入］ 

［歳　出］ 

平成18年度山陰教区一般会計歳計予算（案） 
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仏婦 

寺婦 

総
代
会
 

布

教

団

 

仏
教
壮
年
会
 

仏

教

婦

人

会

西 原 成 真  
 
豊 島 学 由  

 
 
 
 
 
小 林 顕 英  
 
北 島 清 秀  
藤 川 昭 信  

 
嘉 屋 英 嗣  
佐々木　俊　教  
 
 
 
 
沢 田 隆 之  

 

 
 
 
20名 
 

23名 
400名 

 
3,000名 
63名 

 

 
 
 
 

 
2,000

 
2,000 
1,000 
3,500 
349,000

布教団総会・研修会 
地区別布教大会 
第 4 連区布教使研修会 
第 4 連区青年布教使研修会 
青年布教使育成教区研修会 
寺院振興「ともしび法座」（ 5 年目） 

総代研修会（鳥取） 
　　〃　　（石見） 
　　〃　　（出雲） 
各組代表者会議 
単位会長会議 
仏壮総会・研修会 
鳥取地区研修会 
出雲地区研修会  
石見地区研修会 
中・四国仏壮ブロック研修会 
仏婦各組代表者会 
教区仏婦連盟総会 
仏教若婦人研修会 
中・四国仏婦大会 
世界仏婦大会 
各組代表者会議 
寺族婦人研修会 
寺族若婦人研修会 
会報「寺族婦人のひろば」発行 

 4 月27日 
10月17日～18日 
 6 月29日～30日 
 8 月22日～23日 

11月下旬 
12月中旬 
12月中旬 
 5 月 2 日 
 7 月23日 
 6 月 4 日 
 8 月27日 
 9 月 1 日 
 9 月10日 
本年度、なし（2007年度、山陰担当） 
 4 月 7 日 
 5 月30日 
 7 月30日 
11月14日 

 8月30日～9月6日 
 5 月 1 日 
 

10月31日 

本願寺山陰会館 
鳥取ブロック 
ホテル一畑 
広島別院 

青

少

年

 

少年 

保育 

仏青 

寺青 

杉 本 健 治  
 
 
 
 
大 橋 　 功  
 
足 利 孝 之  
 
西 元 和 夫  

 
 
 
 
 

130名 
 
 

9名 
30名 

 
 
 
 
 

20,000 
 

10,000 
10,000 
8,000

少年連盟総会・指導者研修会 
仏の子どもの集い 
少年ブロック連絡会議 
中･四国少年指導者研修会 
少年連盟広報紙「はばたき」発行 
まことの保育大学講座 
全国保育大会 
全国仏青研修会 
仏青ブロック連絡協議会 
仏青ブロック研修会 
教区青年僧侶研修会 
中・四国寺族野球青年研修会 

 6 月19日 
 3 月下旬 

 5 月11日～12日 
 7 月4  日～ 5 日 

 
 7 月25日～26日 

 
 8 月 5 日～ 6 日 
 6 月10日～11日 
 8 月19日～20日 

本願寺山陰会館 
 
 
備後教区 
 
浜田ワシントンホテル 
 
宮崎教区 
広島別院 
三瓶自然館サヒメル 

 
浜田組覚永寺 
 
本願寺山陰会館 
本願寺山陰会館 
本願寺山陰会館 
因幡組香宝寺 
道の駅「とんばら」 
江津円勝寺 

本願寺山陰会館 
出雲市・ラピタ 
温泉津組瑞泉寺 
広島サンプラザ 
ハワイ 
本願寺山陰会館 
 
邑智東組・真清寺 

参加者 参加費 講 師  会　　場 期 日  行　　　　事　　　　名 部門 

基
推
委
員
会
 

広
報
・
出
版
 

門

推

協
 
連
続
研
修
 

社
推
協
 

季 平 博 昭  
季 平 博 昭  
 
 
 
中 川 洋 子  

 

 

 

 

 
荒 本 由 未 
 
小 林 義 教 

 
楠 眞  
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17,000 

 

16,000

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基幹運動推進委員会総会 
合同研修会 
組相談員研修会 
基幹運動推進･僧侶研修会（ブロック開催） 
 5 ブロック基推連絡会議（ブロック開催） 
基幹運動婦人研修会 

教区報 ｢山陰｣発刊　1,000部（105号、106号、107号） 
妙好人カレンダー発行　20,000部（源左同行編） 

門徒推進員連絡協議会理事会 
門徒推進員総会・研修会 
門徒推進員・基幹運動研修会 
第 4 連区門徒推進連絡協議会 
会報「ともしび」第 8 号発行、900部 

連研専門委員会 
連研のための研究会 
連研履修者研修会 
 

各施設カレンダー配布 
連絡協議会 
 

 5 月17日 
 6 月12日 
 9 月29日 
 
 

10月 6 日 

 

 

 

 

 5 月23日 
 6 月 3 日 
 2 月中旬 

 9 月24日～25日 

 7 月11日 
10月 3 日 
12月12日 

 

本願寺山陰会館 
　　　〃 
　　　〃 
 
 
出雲市民会館 
 

 

 

 

 

本願寺山陰会館 
出雲農業共済組合 
 
ホテル一畑 

本願寺山陰会館 
　　　〃 
　　　〃 

 
 
 
 

僧
侶
 

霊 山 勝 海    僧侶研修会 
 

 9 月12～13日 
 

大田あすてらす 
 

 

河 内 美 舟  

 

 

 

 

 

 

ビ
ハ
ー
ラ
推
進
協
 

ビハーラ第 4 連区代表者会 
ビハーラ第 4 連区研修会 
ビハーラ公開講座 

 
5月11日～12日 

 
山口・めぐみの園 

2006（平成18）年度 山陰教区行事計画
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本
年
四
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
あ
ら
た

な
基
幹
運
動
総
合
計
画
は
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
も
一
新
さ
れ
て
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。

さ
て
、
二
月
の
常
任
委
員
会
に
続
い

て
五
月
十
七
日
開
催
の
基
推
総
会
が
二

度
目
の
研
修
と
な
っ
た
。
総
会
は
役
員

改
選
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
新
委
員
も

加
わ
っ
て
、
総
勢
五
十
四
名
中
四
十
九

名
。
続
い
て
六
月
十
二
日
に
は
各
組
組

長
、
組
相
談
員
な
ど
、
総
勢
七
十
二
名

の
出
席
。
近
年
ま
れ
に
み
る
出
席
率
を

誇
っ
た
、
熱
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
新
総
合
計
画
等
に
つ

い
て
の
関
心
の
高
さ
を
示
す
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
総
会
で
は
、
教
区
の
基

推
計
画
書
が
検
討
さ
れ
た
。

こ
の
度
は
共
に
季
平
博
昭
中
央
相
談

員
に
出
向
い
た
だ
い
て
、
新
基
幹
運
動

総
合
計
画
全
般
に
つ
い
て
の
説
明
が
な

さ
れ
た
。

取
り
組
み
の
一
年
目
に
当
た
る
二
〇

〇
六
年
度
は
、
過
去
十
四
年
間
の
点
検

と
整
備
を
行
う
。
最
近
で
は
、
世
代
交

代
等
に
よ
り
「
何
故
こ
の
僧
研
を
や
っ

て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
」。
法
名

過
去
帳
調
査
と
い
う
話
を
し
て
も
、

「
そ
れ
は
何
で
す
か
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
そ
こ
で
ま

ず
こ
の
十
四
年
間
の
取
り
組
み
を
振
り

返
る
。

そ
し
て
今
日
的
な
状
況
の
中
で
の
法

名
の
あ
り
方
を
問
い
直
し
、
法
名
の
あ

る
べ
き
姿
を
考
え
て
い
く
。
あ
る
い
は

差
別
の
現
実
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
中
心
に
な
る
。

次
に
、
二
〇
〇
七
年
度
は
法
名
・
差

別
法
名
過
去
帳
調
査
か
ら
学
ぶ
法
名
の

本
来
化
に
つ
い
て
取
り
組
む
。
法
名
が

念
仏
者
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
る

の
か
。
あ
る
い
は
法
名
を
こ
れ
か
ら
ど

う
考
え
て
い
く
の
か
を
問
い
直
し
、
再

構
築
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
法
名
に

関
わ
る
課
題
に
つ
い
て
取
り
組
む
。

そ
れ
か
ら
、
三
年
目
の
二
〇
〇
八
年

度
で
は
、
法
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
生
き

る
仏
弟
子
と
し
て
の
名
の
り
を
す
る
こ
と

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
す
る
。

私
に
と
っ
て
法
名
と
は
ど
の
よ
う
な
意
義

が
あ
る
の
か
問
う
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
し
て
、
法
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
生
き
る
名
の
り
と
し
て
の
法
名
へ
ど
う

変
革
し
て
い
け
る
の
か
、
門
信
徒
と
の

課
題
の
共
有
に
む
け
て
具
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
考
え
る
。
ど
う
い
う

形
で
具
体
的
に
法
名
を
名
の
っ
て
い
た

だ
く
か
。
自
分
自
身
が
名
の
る
か
と
い

う
こ
と
も
含
め
て
。
こ
れ
が
、
学
び
か
ら

実
践
へ
と
い
う
こ
と
へ
の
大
き
な
ス
テ
ッ

プ
に
な
る
段
階
と
な
る
よ
う
研
修
を
深
め

て
い
く
。

二
〇
〇
三
年
度
か
ら
取
り
組
ま
れ
て

き
た
門
信
徒
会
運
動
研
修
協
議
会
は
、

門
信
徒
と
僧
侶
の
課
題
の
共
有
、
男
女

共
同
参
画
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き

た
。
具
体
的
に
は
僧
侶
、
坊
守
や
寺
族
、

そ
し
て
門
徒
推
進
員
や
寺
院
の
代
表

者
、
教
化
団
体
の
役
員
を
中
心
と
し
て
、

開
か
れ
た
お
寺
を
目
指
す
こ
と
で
、
話

し
合
い
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
、
特
に

組
の
活
性
化
、
お
寺
の
活
性
化
に
つ
い

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
度
の
報
告
書
に
よ
る

と
、「
僧
侶
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
く
、
今
後
も
続
け
て
欲
し
い
」「
お

寺
で
す
る
こ
と
、
組
で
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
な
ど
明
確
に
な
り
つ
つ
あ

る
」
な
ど
の
成
果
が
見
ら
れ
る
。
反
面
、

「
門
信
徒
と
課
題
を
共
有
す
る
と
い
う

が
、
僧
侶
と
僧
侶
の
課
題
の
共
有
は
で

き
て
い
る
の
か
」「
門
信
徒
に
は
積
極

的
に
参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ
る
が
、
僧

侶
や
坊
守
の
参
加
が
少
な
い
の
で
は
な

い
の
か
」
と
い
う
疑
問
の
声
も
聞
か
れ
、

成
果
と
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た

と
い
う
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

さ
ら
に
話
し
合
い
の
結
果
を
具
体
的
な

取
り
組
み
に
し
て
い
く
。
相
互
の
取
り

組
み
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
べ
き
方

向
を
目
指
す
こ
と
を
課
題
と
し
て
上
げ

て
、
運
動
を
推
進
す
る
―
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

■
同
朋
運
動
推
進
僧
侶
研
修
会

■
門
信
徒
会
運
動
研
修
協
議
会

新
基
幹
運
動
計
画
ス
タ
ー
ト 

総
会
・
合
同
研
修
会
に
活
況
　 ！ 

同
朋
・
門
信
徒
会

研
修
の
あ
り
方
示
す
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住所：島根県松江市菅田町180  原徳興産ビル2階 
TEL：0852-23-2020（国内旅行）／23-2024（海外旅行） 
　　　0852-23-6720（団体旅行） 
FAX：0852-23-2023

���� ������ 	
������ �������

株式会社JTB中国四国 
松江支店 

仏壇・寺院用品・製造・修復 

ぶつだんの 

報恩感謝 

木 次・蕁（0854）42－0266　下熊谷・蕁（0854）42－3711 
出 雲・蕁（0853）21－3253

今
年
の
第
四
連
区
布
教
使
研
修
会
は

山
陰
教
区
が
担
当
と
い
う
こ
と
で
松
江

市
の
「
ホ
テ
ル
一
畑
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
私
自
身
、
山
陰
教
区
で
開
催
さ

れ
る
研
修
会
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て

の
こ
と
で
、
今
ま
で
は
他
教
区
で
お
客

様
の
よ
う
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
は
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

研
修
会
の
テ
ー
マ
は
「
現
代
社
会
と

布
教
」
で
し
た
。
一
日
目
は
「
伝
道
に

お
け
る
表
現
の
問
題
」
と
い
う
問
題
提

起
で
話
し
合
い
法
座
、
二
日
目
は
豊
島

学
由
先
生
か
ら
「
浄
土
真

宗
の
布
教
伝
道
」
と
い
う

講
義
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
先
生
ご
自

身
は
「
伝
道
」
に
つ
い
て

「
私
に
伝
わ
り
た
る
道
を

讃
嘆
す
る
」
こ
と
と
受
け

取
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。研

修
会
の
数
日
前
に
ス

タ
ッ
フ
の
依
頼
が
あ
っ
た

と
き
は
軽
い
気
持
ち
で
引

き
受
け
ま
し
た
が
、
実
際

任
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
晨

朝
の
調
声
や
分
科
会
の
司

会
な
ど
大
役
も
多
く
気
後

れ
し
ま
し
た
。
恥
を
か
き

に
い
く
よ
う
な
も
の
で
正

直
、
安
請
け
合
い
し
た
こ

と
を
「
失
敗
し
た
な
…
」

と
後
悔
し
ま
し
た
。
し
か
し
前
日
か
ら

松
江
に
入
り
、
役
に
立
た
な
い
な
り
に

手
伝
わ
せ
て
い
た
だ
く
う
ち
に
先
輩
方

の
研
修
会
へ
の
思
い
や
開
催
ま
で
の
準

備
や
ご
苦
労
を
拝
見
し
、
ま
た
先
輩
布

教
使
と
し
て
の
経
験
談
や
乗
り
越
え
て

き
た
壁
に
つ
い
て
の
話
を
聞
か
せ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
同
年
代
の
若
い
布
教

使
仲
間
と
は
夜
遅
く
ま
で
布
教
に
対
す

る
熱
い
思
い
を
語
り
合
っ
た
り
、
そ
の

活
躍
ぶ
り
を
聞
い
た
り
し
、
大
き
な
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。
布
教
使
は
孤
独
な

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
研
鑽
し

合
え
る
仲
間
が
い
る
こ
と
を
心
強
く
思

い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
で

き
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も
の
は
私
に

と
っ
て
と
て
も
大
き
な
も
の
で
し
た
。

豊
島
先
生
の
言
葉
を
借
り
ま
す
と
、

如
来
さ
ま
の
は
た
ら
き
の
中
で
開
催
さ

れ
た
こ
の
度
の
研
修
会
の
ご
縁
は
、
私

に
伝
わ
り
た
る
道
を
い
た
だ
い
た
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ご
法
義
な
く

し
て
浄
土
真
宗
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
布

教
使
と
し
て
努
力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
山
陰
教
区
の

布
教
使
が
全
国
で
大
活
躍
で
き
る
土
壌

を
築
け
る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
讃
嘆
す
る
こ
と
の
一
つ
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
四
連
区
布
教
使
研
修
会 

第
四
連
区
布
教
使
研
修
会 

的

場

利

香

江
津
組
西
楽
寺 
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昭和33年10月
たった1台のタイプライターから
当社の歴史は始まりました

〒690-0133 松江市東長江町902-59  朝日ヒルズ 
TE L （0852 ） 36-5888 　 FA X （0852 ） 36-5889 

あ な た の 要 望 を 形 に ！ 

商 業 印 刷 
印 刷 の 原 点 は ここ に あ る 

出 版 印 刷 
活 用 方 法 は 無 限 大 

マ ル チ メ デ ィ ア 制 作 
出 力 サ ー ビ ス も お ま か せ 

オ ン デ マ ン ド 印 刷 
イ ベ ン ト 用 ポ ス タ ー な ど 

〒600－8227　京都市下京区七条堀川上ル菱屋町（西本願寺前） 
TEL（075）343－2341　FAX（075）343－0836 

　　　　　　　http://www.furuta-butsugu.jp

営業時間／午前9時より午後5時30分　定休日／日・祝日 

浄土真宗本願寺派仏具専門店 
寺院用  在家用  仏壇  仏具  記念品 

平
成
十
八
年
度
山
陰
教
区
仏
教
壮
年

会
連
盟
総
会
は
同
連
盟
創
立
二
五
周
年

記
念
研
修
会
と
併
せ
て
「
仏
教
壮
年
会

活
動
の
活
性
化
に
向
け
て
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
六
月
四
日
（
日
）
本
願
寺
山

陰
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
会

で
は
前
記
テ
ー
マ
に
も
と
づ
い
て
本
山

の
仏
教
壮
年
会
活
動
活
性
化
推
進
講
師

の
小
林
顕
英
氏
の
講
話
、
そ
し
て
教
区

内
三
地
区
の
代
表
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
約
九
〇
名

の
参
加
者
は
心
新
た
に
仏
教
壮
年
会
の

活
性
化
、
新
規
発
足
へ
の
働
き
か
け
を

誓
い
ま
し
た
。

五
月
三
十
日
（
火
）
出
雲
市
の
ラ
ピ

タ
に
お
い
て
、
四
百
五
十
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
は
開
会
式
の
後
、
総
会
を
行
い

原
案
が
承
認
さ
れ
た
。
た
だ
し
会
員
数

の
減
少
が
懸
念
さ
れ
、
特
に
若
婦
人
の

育
成
が
重
要
な
課
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま

す
。午

後
か
ら
は
仏
婦
総
連
盟
講
師
の
嘉

屋
英
嗣
氏
よ
り
「
つ
た
え
よ
う
　
私
か

ら
子
や
孫
へ
」
と
題
し
講
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る

話
に
会
場
は
終
始
笑
顔
に
囲
ま
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
内
に
有
意
義
な
一
日

と
な
っ
た
。

教
区
少
年
連
盟
（
岡
本
広
樹
理
事
長
）

で
は
、
去
る
三
月
三
十
日
（
木
）
〜
三

十
一
日
（
金
）
一
泊
二
日
の
日
程
で
サ

ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
所
は
市
山
組
長
玄
寺
で
、
参
加

人
数
は
二
十
七
名
。
仏
前
作
法
、
お
荘

厳
の
お
話
の
後
は
恒
例
の
班
別
で
の
買

い
物
、
そ
し
て
カ
レ
ー
作
り
。
夜
の
つ

ど
い
で
は
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
キ
ャ
ン

ド
ル
サ
ー
ビ
ス
の
後
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換

を
楽
し
み
ま
し
た
。
翌
日
の
朝
食
は
牛

乳
パ
ッ
ク
を
利
用
し
て
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ

を
焼
き
ま
し
た
。
ク
ラ
フ
ト
で
は
、
長

玄
寺
仏
壮
会
長
の
森
田
勝
秋
氏
の
指
導

で
竹
ト
ン
ボ
作
り
。
充
実
し
た
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

仏
教
壮
年
会
総
会
に
つ
い
て

山
陰
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟 

理
事
長
　
杉

本

健

治 

（
浜
田
組
・
真
光
寺
門
徒
） 

仏

婦

総

会

少
年
連
盟
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
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山
陰
教
区
少
年
連
盟
で
は
、

去
る
六
月
十
九
日
（
月
）
に
本

願
寺
山
陰
会
館
で
総
会
・
研
修

会
を
開
催
し
、
十
四
名
が
参
加

し
た
。

総
会
で
は
基
幹
運
動
の
新
計

画
で
あ
る
、
全
寺
院
「
子
ど
も

の
つ
ど
い
・
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
」

計
画
に
教
区
・
組
・
各
教
化
団

体
と
と
も
に
取
り
組
む
こ
と
を

再
確
認
し
た
。

研
修
会
で
は
講
師
に
教
区
仏

教
壮
年
会
理
事
長
杉
本
健
治
氏

を
お
迎
え
し
、
長
年
活
動
さ
れ

て
い
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
日

曜
学
校
の
指
導
の
仕
方
を
学
ん

だ
。

六
月
三
日
、
出
雲
農
業
共
済
組
合
を

会
場
に
総
会
・
研
修
会
が
開
催
さ
れ

た
。
参
加
者
は
九
五
名
。

今
年
九
月
に
は
第
四
連
区
（
中
四
国

地
区
）
の
研
修
会
が
松
江
市
「
ホ
テ
ル
一

畑
」
に
て
開
催
さ
れ
る
予
定
な
の
で
、
総

会
は
単
に
今
年
度
事
業
等
の
審
議
に
と
ど

ま
ら
ず
、
熱
の
入
っ
た
も
の
に
な
っ
た
。

門
推
総
会
・
研
修
会

第
四
連
区
研
修
会
ひ
か
え
熱
気

現
在
、
三
九
一
名
（
登
録
数
四
四
七
名
、

四
月
一
日
）
の
推
進
員
を
擁
す
る
、
全
国

で
も
三
本
の
指
に
入
る
大
所
帯
で
あ
る

が
、
そ
の
七
五
％
超
は
出
雲
ブ
ロ
ッ
ク
の

五
組
に
よ
っ
て
い
る
。
先
年
来
、
邑
智
ブ

ロ
ッ
ク
、
鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
と
新
た
に
連
絡

協
議
会
が
誕
生
し
て
い
る
が
、
今
後
の
大

き
な
課
題
で
あ
る
。

午
後
の
研
修
は
、
ま
ず
「
お
念
仏
を

い
た
だ
い
て
生
き
る
と
は
」
と
題
し
て
、

大
家
組
西
臨
寺
・
荒
本
由
未
氏
に
講
義

を
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
講
義

を
受
け
て
「
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大

遠
忌
法
要
に
つ
い
て
の
ご
消
息
を
い
た

だ
い
て
」「
と
も
に
い
の
ち
か
が
や
く

世
界
へ
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見
交

換
の
う
ち
に
話
し
合
い
法
座
が
も
た
れ

た
。（

な
お
、
会
員
数
と
登
録
数
の
差
は
、

死
亡
、
病
気
、
得
度
等
に
よ
る
退
会
・

除
籍
に
よ
る
も
の
で
す
）

ブロック連絡会開催日程 

出雲ブロック 

鳥取ブロック 

石東ブロック 

石西ブロック 

邑智ブロック 

7月31日（月） 

8月 1 日（火） 

8月 3 日（木） 

8月29日（火） 

9月28日（木） 

道の駅「とんばら」 

因幡組・浄宗寺 

仁摩組・浄円寺 

益田組・専光寺 

邑智東組・西福寺 

ブロック名 期　　日 会　　場 

教務所員及び職務分掌 

職員氏名  

吉田史章  

窪田隆道  

高本喜美子 

朝枝俊円  

中村英晴  

高橋宗興  

菅原敦樹  

 

賛　事 

 

書　記 

相談員 

専従員 

専従員 

専従員 

 

常　勤 

常　勤 

常　勤 

非常勤 

非常勤 

非常勤 

非常勤 

職　　　　　　　　　　　務 

経常・山陰会館会計、教区会、組長会、教学財団、教誨師  他 

寺院庶務、仏婦、寺婦、社推協、カレンダー  他 

庶務一般  他 

基推委（常任委員会、社会部、寺院振興部）、門推員、僧研、教区報 

基推委（組織部）、仏壮、保育、仏青、寺青 

基推委（伝道部）、布教団、会館定例、連研 

基推委（組織部）、総代、少年、スカウト 

書　記 
専従員 
 

少年連盟
総会・研修会



（11） 第105号2006（平成18）年 8 月 1 日

去
る
六
月
十
一
日
〜
十
三
日
、
標

記
の
研
修
旅
行
を
開
催
し
、
二
十
一

名
の
参
加
者
と
共
に
南
九
州
を
訪
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、

仏
壮
の
組
織

化
が
期
待
さ

れ
る
今
、
活

動
の
参
画
者

を
再
発
見
し
、

相
互
の
交
流

を
願
う
と
こ

ろ
か
ら
計
画

致
し
ま
し
た
。

参
加
者
の

募
集
に
当
っ

て
は
、
広
く

勧
誘
出
来
れ

ば
と
い
う
期

待
か
ら
、
旧

安
濃
組
の
分

か
れ
で
あ
る

三
組
を
通
し

て
呼
び
か
け

ま
し
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
声
が

け
も
準
備
も
不
十
分
で
、
一
番
の
問

題
を
残
し
ま
し
た
。（
旧
○
○
組
と
い

う
枠
組
み
を
思
い
つ
く
こ
と
自
体
、

失
笑
を
買
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。）

し
か
し
、
住
職
や
業
者
の
方
に
ご
助

言
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
参
る
先
々
で

（
人
吉
・
都
城
・
知
覧
・
鹿
児
島
・
水

俣
）
懇
ろ
な
お

待
ち
受
け
を
賜

り
ま
し
た
の
は

望
外
の
喜
び
で

も
あ
り
ま
し

た
。
ま
さ
に
お

か
げ
さ
ま
と
申

す
外
な
く
、
こ

の
場
を
お
借
り

し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま

す
。三

百
年
間
、

十
四
万
人
と
も

二
十
五
万
人
と

も
言
わ
れ
る
殉

教
者
を
数
え
た

真
宗
念
仏
の
禁

制
の
中
、
特
に

若
者
た
ち
が
文

字
通
り
命
が
け
で
国
境
を
越
え
て
求
法

な
さ
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
伝
統

あ
る
所
の
一
角
に
、
先
の
大
戦
の
悲
劇

の
象
徴
の
一
つ
で
あ
る
特
攻
の
記
念
館

が
存
在
す
る
と
い
う
、
厳
然
た
る
事

実
の
前
に
言
い
知
れ
ず
、
胸
の
つ
ま

る
も
の
を
覚
え
つ
つ
帰
路
に
着
い
た

こ
と
で
し
た
。

余
宗
の
よ
う
に
聖
地
と
か
巡
礼
と

称
す
る
の
は
真
宗
に
は
そ
ぐ
わ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
少
な
く

と
も
教
団
の
歴
史
の
中
で
は
こ
れ
か

ら
も軈
薩
摩
軋軈
か
く
れ
念
仏
軋軈
知
覧
軋

な
ど
が
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る

こ
と
を
、
訪
れ
て
は
じ
め
て
強
く
感

じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
旅
行
中
に
聞
き
得
た
言

葉
を
一
、
二
書
き
記
し
て
今
回
の
ご

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

明
治
維
新
の
解
禁
後
、
鉄
道
の
敷

設
後
も
、
鹿
児
島
県
か
ら
熊
本
県
の

水
俣
ま
で
歩
い
て
お
参
り
に
な
ら
れ

た
、
か
く
れ
念
仏
の
古
老
い
わ
く
、

「
歩
い
て
み
な
け
れ
ば
、
ご
恩
は
わ

か
り
ま
せ
ぬ
」

こ
の
お
方
も
真
宗
に
ご
縁
の
深
い

こ
と
で
あ
ろ
う
と
、
参
加
者
が
見
止

め
ら
れ
た
、
あ
る
特
攻
隊
員
の
遺
墨
。

「
愚
禿
故
敢
闘
」

・
・
・
「
故
」
の
一
字
の
苦
悶
。

石
東
・
大
田
・
三
瓶
三
組
合
同
仏
教
壮
年
研
修
旅
行 

「
か
く
れ
念
仏
と
知
覧
」 

ド
レ
ミ
フ
ァ
組 ソ 

菅
　
秀
範 

大
田
組
組
長 
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こ
の
世
に
「
存
在
す
る
も
の
」
に
は

形
の
あ
る
も
の
（
目
に
見
え
る
も
の
）

と
形
の
な
い
も
の
（
目
に
見
え
な
い
も

の
）
が
あ
り
ま
す
。

戦
後
六
十
年
間
、
日

本
人
は
豊
か
な
国
に
な

ろ
う
と
形
の
あ
る
も
の

を
追
い
求
め
執
着
し
て

発
展
し
て
き
た
結
果
、

確
か
に
物
質
的
に
は
豊

か
に
な
り
便
利
な
世
の

中
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
本
当
に
大
事
な

の
は
形
の
な
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。
近
年
昨
今

の
世
相
を
み
つ
め
ま
す

と
、
日
本
人
が
大
切
に
培
っ
て
き
た
形

の
な
い
も
の
（
人
情
、
恩
、
感
謝
の
気

持
、
先
祖
、
拠
り
ど
こ
ろ
等
々
）
を
、

軽
視
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
り

ま
せ
ん
。

よ
ろ
こ
ば
し
い
か
な
私
達
は
、
ま
さ

に
形
の
な
い
目
に
は
見
え
な
い
こ
の
上

な
い
有
り
難
い
も
の
（
本
願
力
、
無
碍

の
光
明
、
信
心
等
々
）

と
遇
う
こ
と
が
で
き
、

し
っ
か
り
と
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
を
い
つ
も

味
わ
わ
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
の
は
何
と
幸
せ
な

事
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。親

鸞
聖
人
の
み
教
え

を
い
た
だ
い
た
慶
び
を

身
体
中
に
感
じ
と
り
、

世
の
な
か
安
穏
な
れ
　
と
声
を
大
に
し

て
こ
の
度
の
大
遠
忌
を
お
迎
え
し
た
い

も
の
だ
と
心
の
底
か
ら
思
う
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

憂 楽 帳

形のないものの有り難さ 
神門組　西楽寺住職 
藤 原 眞 琴  

〜西本願寺聞法会館ライブ〜

11月9日（木） 午後8時 
1階ロビーステージ

入場無料 

西楽寺二重奏西楽寺二重奏西楽寺二重奏西楽寺二重奏

2006年 

神門組 

詳しくは 

http://www.sairakuji.com
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……念仏の声を　世界に　子や孫に…… 

「大 遠 忌 法 要」 
「念 仏 奉 仕 団」 

の団体参拝の計画は 
　お気軽にご相談下さい。 

山陰支店  

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
世
界
中
が
熱
狂

し
た
一
ヶ
月
余
で
あ
り
ま
し
た
。
▼
次

の
開
催
は
四
年
後
で
す
。
四
年
後
と
い

え
ば
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大

遠
忌
法
要
の
前
年
と
な
り
ま
す
。
世

の
変
化
の
様
は
如
何
な
も
の
で
あ
り

ま
し
ょ
う
か
。
我
が
身
に
も
年
月
が

積
も
っ
て
い
き
ま
す
が
。
▼
長
年
、

慣
れ
親
し
ん
で
き
た
基
幹
運
動
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
念
仏
の
声
を
世
界
に
子

や
孫
に
」
が
、「
と
も
に
い
の
ち
か
が

や
く
世
界
へ
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

お
念
仏
申
す
と
い
う
具
体
的
姿
が
み

え
る
前
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
比
べ
、
今

回
は
抽
象
的
で
は
な
い
か
と
の
意
見

も
あ
り
ま
す
が
、
縦
の
つ
な
が
り
か

ら
、
更
に
横
へ
の
つ
な
が
り
の
世
界

に
広
げ
て
い
こ
う
と
い
う
印
象
を
受

け
ま
す
。
そ
の
一
方
で
「
現
実
」
と

い
う
視
点
と
直
に
結
び
つ
か
ぬ
よ
う

な
感
じ
も
受
け
ま
す
。
▼
宗
祖
大
遠

忌
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
「
世
の
な
か
安

穏
な
れ
」
と
決
定
し
ま
し
た
。
如
来

さ
ま
の
願
い
に
沿
い
従
う
こ
と
こ
そ

が
、
念
仏
者
の
目
指
す
道
で
あ
る
こ
と

を
、
宗
祖
は
お
示
し
下
さ
い
ま
し
た
。

▼
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

打
ち
立
て
た
以
上
は
、
そ
の
実
現
に

向
か
い
、
実
質
的
展
開
が
な
さ
れ
る

よ
う
な
努
力
を
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

五
年
と
い
う
歳
月
も
瞬
く
間
に
や
っ

て
き
そ
う
で
す
。

（
Ｚ
・
Ａ
）
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